
６月の意向

教会名
在籍信徒数 居所

不明者
死亡

洗礼 ミサ参加者数

男 女 合計 幼児 成人 主日 復活祭 降誕祭

1 糸　島 194 236 430 37 3 0 0 80 13 150
2 大　楠 159 215 374 56 2 2 1 80 0 200
3 古　賀 499 633 1,132 182 11 10 5 175 0 353
4 笹　丘 339 487 826 29 10 2 5 134 0 295
5 浄水通 254 385 639 143 2 2 1 100 0 220
6 大名町 847 1,259 2,106 318 16 3 7 200 0 300
7 高　宮 244 369 613 6 4 1 3 100 0 120
8 茶　山 146 176 322 0 5 1 1 85 17 114
9 西　新 521 787 1,308 0 6 4 2 300 0 416
10 箱　崎 177 200 377 23 2 4 4 80 0 80
11 光　丘 492 582 1,074 297 10 0 4 150 0 220
12 吉　塚 218 302 520 94 13 3 6 105 0 220
13 老　司 251 268 519 15 3 1 2 56 0 125
福岡地区計 4,341 5,899 10,240 1,200 87 33 41 1,645 30 2,813

14 今　村 370 499 869 0 18 0 1 330 0 300
15 大牟田 135 231 366 31 3 1 0 80 0 112
16 小　郡 179 278 457 14 4 3 1 80 10 124
17 久留米 546 726 1,272 13 9 9 6 360 13 1,090
18 二日市 233 309 542 56 3 1 0 120 0 220
19 本　郷 274 342 616 0 12 0 0 40 0 100
筑後地区計 1,737 2,385 4,122 114 49 14 8 1,010 23 1,946

20 飯　塚 137 176 313 0 3 0 4 50 0 70
21 黒　崎 382 557 939 132 26 1 1 130 0 200
22 小　倉 978 1,428 2,406 544 21 6 6 180 0 300
23 新田原 700 783 1,483 136 19 3 2 275 0 369
24 田　川 40 59 99 29 0 0 0 30 0 65
25 天神町 73 127 200 22 3 1 0 60 0 110
26 戸　畑 171 253 424 0 8 0 6 105 0 130
27 直　方 100 81 181 23 0 2 0 65 0 80
28 水　巻 321 410 731 114 9 0 0 110 0 169
29 門　司 198 270 468 125 4 0 0 70 0 130
30 湯　川 503 602 1,105 83 16 0 2 120 0 183
31 行　橋 410 450 860 49 7 1 5 230 0 300
32 若　松 98 152 250 0 3 1 0 70 0 120
北九州地区計 4,111 5,348 9,459 1,257 119 15 26 1,495 0 2,226
福岡県合計 10,189 13,632 23,821 2,571 255 62 75 4,150 53 6,985
1 伊万里 136 170 306 77 1 1 1 70 60 140
2 鹿　島 27 30 57 0 0 0 0 15 15 50
3 唐　津 188 195 383 68 3 0 0 50 0 60
4 佐　賀 260 409 669 92 8 0 3 128 173 281
5 多　久 63 72 135 42 0 0 0 20 0 20
6 武　雄 31 43 74 8 0 1 1 15 0 30
7 鳥　栖 158 225 383 13 1 3 5 32 0 80
8 馬渡島 74 74 148 52 4 0 0 70 0 60
9 呼　子 196 198 394 0 6 1 0 70 0 120
佐賀県合計 1,133 1,416 2,549 352 23 6 10 470 248 841
1 荒　尾 33 77 110 0 0 0 0 30 0 35
2 大　江 95 170 265 0 3 0 0 40 0 90
3 帯　山 112 133 245 38 2 1 0 120 0 200
4 菊　池 47 76 123 0 0 1 1 45 0 60
5 健　軍 76 137 213 129 5 1 0 60 0 88
6 崎　津 77 97 174 10 0 0 0 30 0 35
7 島　崎 122 199 321 0 1 3 2 60 30 110
8 玉　名 59 80 139 75 2 1 3 35 10 60
9 手　取 365 656 1,021 126 35 5 27 220 0 320
10 人　吉 63 88 151 0 4 0 0 50 0 65
11 本　渡 35 68 103 56 1 0 3 35 0 40
12 水　俣 27 43 70 0 1 0 0 18 0 30
13 武蔵ヶ丘 121 283 404 0 3 0 1 80 0 120
14 八　代 42 76 118 8 2 2 2 85 0 120
熊本県合計 1,274 2,183 3,457 442 59 14 39 908 40 1,373
教区総計 12,596 17,231 29,827 3,365 337 82 124 5,528 341 9,199

カトリック福岡教区報（1） 2021年(令和３年）6月1日発行 第753号

　前札幌教区長、地主敏夫名誉司教が 5月 4日（火）、
入院先の病院（札幌厚生病院）で逝去した。享年 90。
　地主司教は 1930 年、札幌市生まれ。60 年に札幌
市の北一条教会で司祭叙階。叙階後は司教秘書、教
区事務局長等を務め、69 年からローマに留学。78 年
に帰国後、札幌市の円山教会の主任を経て 87 年 10 月
3 日、札幌教区司教に任命され、88 年 1 月 15 日司教
叙階。2009 年まで同司教区の司教を務めた。

【注】　在籍信徒数は居所不明者を含めた数。主日ミサ参加者数は外国語ミサの 
参加者数を含まない。また 2020 年の復活祭ミサの参加者数は、コロナ禍の
ため非公開ミサであった数字が反映されている。

　
私
も
教
区
報
に
載
る
現
勢
報
告

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
そ
う
多
く

は
な
い
人
々
の
ひ
と
り
で
す
。
で

も
こ
れ
を
見
て
「
福
音
宣
教
の
現

状
は
？
」
と
か
「
今
後
教
会
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
？
」
と
考
え
て
い

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
教
区

に
、
ま
た
地
区
に
拠
出
す
る
、
否
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
担
金
は

い
く
ら
に
な
る
の
か
」
と
ま
ず
考

え
て
し
ま
う
の
で
す
。「
現
勢（
ゲ

ン
セ
イ
）」
で
は
な
く
「
減
税
（
ゲ

ン
ゼ
イ
）」
と
叫
び
た
く
な
り
ま

す
。
こ
う
い
う
私
に
「
現
勢
報
告
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【
福
音
宣
教
】
結
婚
の
美
し
さ

【
日
本
の
教
会
】
召
命

　
ス
ケ
ー
ト
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の

選
手
が
、
公
式
練
習
中
に
他
国
の

選
手
と
ぶ
つ
か
り
、
頭
と
顎
を
負

傷
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
近
く
の

人
に
支
え
ら
れ
て
リ
ン
ク
を
後
に

し
た
が
、
何
と
、
す
ぐ
後
の
試
合

に
出
場
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
は

２
位
で
あ
っ
た
が
、
観
客
は
そ
の

選
手
の
強
靭
（
じ
ん
）
な
精
神
力

に
驚
き
、
滑
り
終
わ
っ
た
彼
に
惜

し
み
な
い
拍
手
を
送
っ
た
。「
選

手
の
責
任
感
と
忍
耐
力
の
強
さ
に

感
動
を
覚
え
た
」
と
人
々
は
言
っ

て
い
た
。
選
手
は
、「
も
う
、
リ

ン
ク
に
は
立
て
な
い
か
も
知
れ
な

い
」
と
思
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
リ
ン
ク
に
立
つ
こ
と
が

自
分
の
使
命
で
あ
り
、
大
勢
の
人

の
期
待
に
応
え
る
こ
と
で
あ
る
と

考
え
た
の
か
、
棄
権
せ
ず
、
見
事

に
滑
り
き
っ
た
の
で
あ
る
。
怪
我

し
な
が
ら
も
、
自
分
の
信
念
を
貫

い
た
そ
の
姿
に
ふ
と
、「
殉
教
者
」

の
姿
を
重
ね
見
た
よ
う
な
気
が
し

た
▼
ど
の
よ
う
な
迫
害
に
あ
っ
て

も
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
、
い
た
だ

い
た
信
仰
を
守
り
通
す
そ
の
姿

は
、
多
く
の
人
の
心
を
揺
り
動
か

し
た
。
果
た
し
て
、
現
代
の
信
者

の
若
者
に
そ
の
よ
う
な
信
仰
の
意

気
込
み
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
幼
い

子
ど
も
も
強
い
信
仰
の
ゆ
え
に
我

が
身
を
十
字
架
に
投
じ
る
こ
と
が

で
き
た
が
…
。「
こ
の
世
的
な
楽

し
み
を
追
う
が
、
信
じ
る
こ
と
の

楽
し
み
は
な
い
」
の
が
も
し
か
し

た
ら
本
音
か
も
知
れ
な
い
▼
せ
っ

か
く
い
た
だ
い
た
信
仰
を
大
切
に

育
て
て
ほ
し
い
。
お
金
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
グ
ル
メ
も
悪
い
も
の
で

は
な
い
が
、
神
を
忘
れ
る
ほ
ど
で

あ
れ
ば
、
ま
た
、
教
会
の
教
え
に

背
く
ほ
ど
で
あ
る
な
ら
ば
、
道
を

正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
し

い
良
心
に
従
っ
た
生
き
方
が
で
き

る
よ
う
に
、
青
年
イ
エ
ス
の
よ
う

な
生
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ

の
精
神
力
を
鍛
え
て
も
ら
い
た

い
。（
Ｓ
）

　
毎
年
、
年
末
に
行
わ
れ
る
「
教
会
現
勢
」
の
調
査
。
信
徒
数
は

も
ち
ろ
ん
、ミ
サ
参
加
者
や
受
洗
者
、死
亡
者
そ
の
他
、様
々
な「
数

字
」
が
上
が
っ
て
く
る
。
２
０
２
０
年
の
福
岡
教
区
、
教
会
現
勢

報
告
か
ら
見
え
て
く
る
課
題
に
つ
い
て
、
手
取
教
会
主
任
・
櫻
井

尚
明
神
父
に
話
を
聞
い
た
。【
２
面
に
関
連
記
事
掲
載
】

を
見
て
、
現
状
を
分
析
し
て
く
だ

さ
い
」
と
の
依
頼
が
来
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
「
現
勢
報
告
」
を
み
る

と
在
籍
信
徒
数
２
万
９
千
８
２
７

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

こ

の

数

字

は

10

年

前

の

数

（
２
万
９
千
８
９
６
人
）
と
あ
ま

り
変
わ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
主

日
の
ミ
サ
参
加
者
数
は
５
５
２
８

人
で
、
10
年
前
の
数
（
８
１
２
２

人
）
に
比
べ
て
２
５
９
４
人
（
約

３
割
）
の
減
少
で
す
（
三
県
で
は

差
が
あ
り
ま
す
）。
私
の
経
験
か

ら
、
主
日
の
ミ
サ
参
加
者
数
計
上

の
時
に
は
、
少
々
水
増
し
気
味
な

の
で
（
正
確
に
数
え
て
い
る
方
に

は
す
み
ま
せ
ん
）、
コ
ロ
ナ
禍
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
現
状
は

10
年
間
で
３
割
以
上
減
っ
て
い
る

と
考
え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
か
ら
見
え
る
こ
と
は
、
高

齢
や
病
気
で
、
ま
た
交
通
手
段
の

不
足
で
教
会
に
来
ら
れ
な
い
人
々
、

日
曜
日
の
仕
事
や
学
校
の
諸
活
動

全
体
の
源
泉
で
あ
り
頂
点
」
と
言

わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
教
会
と
そ

の
メ
ン
バ
ー
が
目
指
し
て
い
る
の

も
、
そ
の
た
め
の
力
を
得
る
の
も

ミ
サ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ミ
サ

を
祝
う
意
味
、
ミ
サ
に
向
か
う
こ

と
、
ミ
サ
か
ら
派
遣
さ
れ
る
こ
と

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
考

え
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
を

ミ
サ
に
招
き
、
共
に
ま
た
そ
こ
か

ら
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

教
皇
様
の
意
向
の
た
め
に
祈
り
ま
し
ょ
う

２
０
２
０
年
　
福
岡
教
区
　
教
会
現
勢
報
告

を
抜
け
ら
れ
ず
に
苦
し
ん
で
い
る

人
々
、
さ
ら
に
次
世
代
へ
の
信
仰

の
伝
達
の
困
難
さ
に
悩
む
人
々
、

教
会
内
の
人
間
関
係
に
悩
む
人
々
、

そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
魅
力
を
感

じ
な
く
な
っ
た
人
々
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
私
自
身
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
人
々
を
見

な
が
ら
も
何
を
し
て
い
い
の
か
分

か
ら
ず
、何
も
働
き
か
け
も
せ
ず
、

た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
司
牧

活
動
、
即
効
性
を
追
い
求
め
人
間

的
な
（
特
に
自
分
の
）
知
恵
だ
け

に
頼
ろ
う
と
す
る
心
、「
伝
え
よ

う
！
」
と
い
う
気
持
ち
が
溢
れ
て

こ
な
い
信
仰
、

と
に
か
く
過
去

の
順
調
な
時
代

や
そ
の
現
状
維

持
に
こ
だ
わ
り

向
上
心
に
欠
け

る
心
が
あ
り
ま

す
。

　「
ミ
サ
は
キ

リ
ス
ト
教
生
活

な
ミ
サ
を
祝
お
う
と
す
る
と
き
、

教
会
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の

か
が
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
旧
約
時
代
、
ダ
ビ
デ
王
が
人
口

調
査
を
し
て
い
ま
す
（
サ
ム
エ
ル

記
下
24
章
1
〜
25
節
）
が
、
彼
を

そ
れ
に
駆
立
て
た
の
が
神
な
の
か

サ
タ
ン
な
の
か
聖
書
も
迷
っ
て
い

ま
す
。
け
れ
ど
も
確
か
な
の
は
、

そ
の
後
に
ダ
ビ
デ
王
は
「
大
変
愚

か
な
こ
と
を
し
た
」
と
悔
や
み
、

さ
ら
に
神
の
怒
り
（
悲
し
み
）
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

神
の
怒
り
（
悲
し
み
）
を
鎮
め
る

た
め
に
ダ
ビ
デ
王
が
し
た
こ
と
は

い
け
に
え
を
捧
げ
る
こ
と
で
し
た
。

前札幌教区長　ペトロ地主敏夫名誉司教 逝去

福岡教区　地区別信徒数

【
教
会
現
勢
報
告
と
は
】

　

教
区
内
の
現
況
を
知
る
た
め

の
統
計
と
し
て
、
教
会
（
小
教

区
）
だ
け
で
な
く
教
区
内
に
あ

る
修
道
院
と
カ
ト
リ
ッ
ク
事
業

所
（
学
校
法
人
、
医
療
法
人
、

社
会
福
祉
法
人
、
そ
の
他
一
般

事
業
）も
対
象
に
調
査
を
行
う
。

　
調
査
で
は
教
会
の
信
徒
数
・

ミ
サ
参
加
者
数
な
ど
の
他
、
教

区
内
に
在
籍
し
て
い
る
修
道
者

数
、
事
業
所
の
数
・
利
用
者
数
、

事
業
所
で
働
く
職
員
数
（
聖
職

者
・
信
徒
数
内
訳
あ
り
）、
教

会
や
事
業
所
で
行
わ
れ
て
い
る

信
仰
養
成
活
動
の
担
当
者
数
・

求
道
者
数
・
教
会
学
校
生
徒
数

な
ど
が
報
告
さ
れ
る
。

　
毎
年
12
月
に
教
区
内
に
調
査

票
が
配
布
さ
れ
、
回
答
を
教
区

本
部
事
務
局
が
取
り
ま
と
め
、

３
月
に
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議

会
に
提
出
す
る
。
そ
の
結
果
は

毎
年
発
行
さ
れ
る
『
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
イ
ヤ
ー

ブ
ッ
ク
』（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央

協
議
会
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　「
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
実
現
す

る
の
に
結
婚
は
最
も
相
応
し
い

場
所
で
す
。
人
間
関
係
や
社
会

の
基
礎
は
親
子
で
な
く
夫
婦
で

す
。
そ
し
て
神
の
愛
が
夫
婦

の
基
礎
と

な
り
ま
す

（「
男
は
父

母
を
離
れ

て
女
と
結

ば
れ
、二
人

は
一
体
と

な
る
」創
世

記
２
章
よ

り
）」。
結

婚
準
備
講
座
の
最
終
日
に
、
神

父
様
が
カ
ッ
プ
ル
へ
こ
う
語
ら

れ
ま
す
。

　
福
岡
地
区
と
熊
本
地
区
で
行

わ
れ
て
い
る
結
婚
準
備
講
座
は

命
の
大
切
さ
と
そ
れ
を
次
世
代

に
伝
え
る
こ
と
、
家
族
計
画
、

価
値
観
等
々
。
対
話
を
重
ね
な

が
ら
絆
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
講
座
中
は
先
輩
夫
婦
の
話
も

あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
結
婚

生
活
の
喜
び
、
失
敗
、
苦
し
み

を
人
前
で
話
す
事
は
勇
気
が
必

要
で
す
が
、「
そ
れ
が
若
者
た

ち
の
役
に
立
つ
な
ら
」
と
。
こ

の
勇
気
の
与
え
主
も
神
で
す
。

　
な
ぜ
か
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
中
、

キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
い
、
教
会

は
初
め
て
と
い
う
カ
ッ
プ
ル
の

申
し
込
み
が
増
え
て
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
の
愛
を
初
め
て
聴

き
、
講
座
を
終
え
、
式
で
涙
す

る
若
者
に
神
の
恵
み
と
導
き
を

願
い
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

手
取
教
会
　
開
現
京
子

40
数
年
を
迎
え
、
司
祭
と
信
徒
が

協
力
し
て
結
婚
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
つ
若
者
に
キ
リ
ス
ト
の
愛

を
伝
え
て
い
ま
す
。
創
造
主
の
神

を
信
じ
、
そ
の
御
前
で
キ
リ
ス
ト

の
愛
を
お
互
い
に
行
う
こ
と
を
誓

う
。
そ
し
て
弱
い
私
た
ち
が
困
難

に
出
会
っ
た
時
、
神
の
助
け
と
導

き
を
願
う
。
現
代
の
若
者
達
の
風

潮
や
価
値
観
と
、
教
会
の
教
え
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
教
会
で
式
を
挙
げ
る
意
義
を

伝
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
結
婚
生
活
を
送
る

上
で
カ
ッ
プ
ル
の
対
話
（
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
共
感
す
る
対
話
、
心
と
心
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
家

庭
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

教
会
の
教
え
を
軸
に
、家
庭
経
済
、

結婚の美しさ
−結婚準備講座に関わって−
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ミ
サ
参
加
者
減
少
に
見
る
教
会
の
将
来
像



ア
ベ
イ
ヤ
司
教
　
教
区
内
司
牧
訪
問

　教皇フランシスコは『父の心で』の中で聖ヨせフを様々に特徴づけました。「愛
される父」、「いつくしむ心の父」、「受け入れる心の父」、「創造的な勇気をもつ父」、「労
働者である父」、「影に見る父」という言葉でその父の表情の豊かさを表そうとしま
した。その聖ヨセフがナザレの家庭の「頭」、偉大な父です。
　今のフェミニズムとジェンダーの時代が家族の場合には「頭」という言葉を使わ
せません。時代遅れの言葉で、男の人、父のこと、その権利、役目を強調しながら、
女の人、母に対する差別をもたらすと認識されているからです。ところが、神は最
初から今も political correctness 政治的正当性、あらゆる主義などを気にかけられな
いようです。家族を創造して、男の人をその「頭」とされたということです。もち
ろん、それは男の人が女の人より優れた者だと意味していません。この世で生まれ
た、一番偉大な人間とは、男の人ではなく女の人で、神の子イエスの母、聖マリア
です。それにしても、ナザレの家庭では決定権が聖ヨセフのものでした。彼が聖家
族の日常の生活のことを自分の心と手で守っていました。聖家族の素晴らしい保護
者だけではなく、惜しみなく自分を尽くす真の「頭」、真の父でした。現代、進歩
的な動向が家庭、母、父の伝統的な役目を認めず、別の概念を使い、新しい社会的
環境を作ろうとしています。

　なぜでしょうか。きっと、その傾向の一つの理由は父の男性的な態度の危機です。
家庭から逃げる父、家庭を心にかけない、心が行方不明になった父を知っているか
らでしょう。父親からの家族、特に子どもたちに対する精神的や肉体的、または性
的な虐待については聞いたこともあるでしょう。これは、男性の社会的な役目のプ
レッシャーがもたらす多くの父の心の病の表れではないでしょうか。それは政治、
経済、職場などの複雑な要因が絡み合って説明しにくいことです。
　教皇フランシスコは、この危機の向きを逆転することが不可能ではないという
メッセージを『父の心で』の中で伝えていると思います。そのために教皇は男性たち、
父親たち皆に聖ヨセフの父の姿を提供し、その真似をし始めるように励ましていま
す。男らしく生き、家庭の「頭」、父の役目をよく果たしたい者は自分の便宜ではなく、
聖ヨセフのように自分に託された人々のことを心に深く留めるべきだということで
す。このような男性や父親が今の社会の中で多く出るように、聖ヨセフの取次ぎに
よって祈りましょう。

カ ト リ ッ ク の ご 葬 儀

木 下 株 式 会 社
T E L 092−526−5656
〒810-0016
福岡市中央区平和３丁目1-5

互助会制度もご利用できます。

福岡地区

カトリック女性の会　第 38 回総会

【家庭の『頭』聖ヨセフ】
D・アルビン神父
� （馬渡島教会・呼子教会）
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４
月
25
日
（
日
）
世
界
召
命
祈

願
の
日
に
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
が
大
楠

教
会
を
訪
問
し
た
。
真
っ
青
な
晴

天
の
中
「
も
う
す
ぐ
到
着
さ
れ
ま

す
」
と
い
う
信
徒
会
長
の
声
に
、

高
鳴
る
胸
を
抑
え
つ
つ
今
か
い
ま

か
と
待
っ
て
い
た
。
ま
る
で
ア
イ

カトリック古賀教会　納骨堂のご案内
カトリック古賀教会内に３年前に建設された、比較的新しい納骨堂です。
　　　　年に１度、主任司祭による慰霊祭も執り行われております。
　　　　取得費用は、下記の通りとなります。
　　　　１区画　￥300,000（別途、管理料等がかかります）

 詳しい資料、見学等のお問い合わせは、下記までお願いいたします。

カトリック古賀教会
住所：福岡県古賀市花見東２丁目２３－１
電話：０９２－９４２－２１７１

実
態
が
見
え
づ
ら
い
。
一
方
、
在

日
外
国
人
の
信
徒
籍
に
つ
い
て

「
子
ど
も
が
洗
礼
・
初
聖
体
を
受

け
る
と
き
に
保
護
者
に
信
徒
籍
台

帳
を
作
成
す
る
こ
と
を
勧
め
る
」

な
ど
、
現
場
で
の
工
夫
が
分
か
ち

合
わ
れ
た
。

　【
カ
ト
リ
ッ
ク
事
業
所
の
福
音

宣
教
の
役
割
】
福
音
宣
教
活
動
は

多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
事
業
所
を
通

じ
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
近
年
、

事
業
所
の
職
員
に
お
け
る
信
者
数

（
聖
職
者
を
含
む
）の
割
合
は
１
％

以
下
。
そ
ん
な
厳
し
い
状
況
で
も

事
業
所
の
担
当
者
か
ら
は
「
建
学

大
楠
教
会

　
１
年
を
か
け
、
教
区
内
の
全
小
教
区
を
訪
問
す
る
予
定
の
ヨ
ゼ
フ
・

ア
ベ
イ
ヤ
司
教
。
福
岡
県
に
再
発
出
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
の
た
め
、

後
半
の
予
定
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
訪
問
出
来
た
福
岡
地
区

３
教
会
か
ら
の
喜
び
と
め
ぐ
み
の
と
き
の
様
子
を
お
届
け
す
る
。

　
毎
年
行
わ
れ
る
「
教
会
現
勢
調
査
」（
１
面
参
照
）。
今
年
、
福

岡
教
区
で
は
新
た
な
試
み
と
し
て
統
計
調
査
に
関
す
る
説
明
会
・

意
見
交
換
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ムZ

O
O
M

（
ズ
ー
ム
）

を
利
用
し
て
行
っ
た
。

　
３
回
に
分
け
て
行
わ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
に
は
17
教
会
、

４
修
道
院
、
11
事
業
所
の
司
牧
者
・
集
計
担
当
者
が
参
加
し
、
現

場
の
声
が
多
く
届
け
ら
れ
た
。
説
明
会
で
の
意
見
交
換
や
調
査
過

程
か
ら
見
え
た
現
代
教
会
の
課
題
の
一
部
を
報
告
す
る
。

（
報
告
＝
教
区
本
部
事
務
局
・
教
会
現
勢
調
査
担
当
者
）

高宮教会の子ども達に囲まれる司教

マ
リ
ア
・
ア
ン
セ
ル
マ

大
野 

ひ
で
　
修
道
女

（
シ
ト
ー
会
伊
万
里
の
聖
母
修
道
院
）

　
２
０
２
１
年
５
月
６
日
帰
天
。 

享
年
98
。修
道
生
活
68
年
で
し
た
。

訃
　
報

ド
ル
を
待
ち
侘
び
る
女
子
高
生
の

よ
う
に
。10
秒
前
、９
、８
、・・・
３
、

２
、
１
、
司
教
は
凛
と
し
て
歩
い

て
来
た
。
白
髪
の
長
身
で
、
足
取

り
は
軽
や
か
に
青
年
の
よ
う
。
大

き
な
マ
ス
ク
で
顔
は
隠
さ
れ
て
い

た
が
優
し
い
ま
な
ざ
し
で
あ
る
。

「
わ
ぁ
～
」
と
叫
び
た
い
気
持
ち

を
抑
え
、
精
い
っ
ぱ
い
の
拍
手
で

信
徒
一
同
お
迎
え
し
た
。

　
そ
の
日
の
ミ
サ
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
対
策
も
あ
り
、
聖
ク
ラ
ラ

幼
稚
園
の
協
力
に
よ
り
幼
稚
園
講

堂
で
ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。
静
粛
な

中
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
音
色
が
響

き
ミ
サ
が
始
ま
っ
た
。
司
教
が
話

で
最
初
に
語
っ
た
の
は「
カ
ト
リ
ッ

ク
は
“
一
致
と
多
様
性
”」
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
世
界
の
い
ろ
い
ろ

な
国
で
の
司
牧
活
動
を
通
し
て
培

わ
れ
た
そ
の
言
葉
は
力
強
く
、
胸

の
中
に
ス
ト
ー
ン
と
入
っ
て
き
た
。

一
致
、
つ
ま
り
“
つ
な
が
り
”
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍

で
握
手
も
ハ
グ
も
で
き
な
い
。ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
と
い
う
新

し
い
生
活
様
式
の
中
で
、
そ
の
つ

な
が
り
を
ど
う
深
め
て
い
く
か
。

今
を
生
き
て
い
く
私
た
ち
に
向
け

ら
れ
た
大
き
な
課
題
だ
と
思
う
。

　
ミ
サ
が
終
了
す
る
と
司
教
と
の

意
見
交
換
会
。
そ
こ
で
も
信
徒
か

ら
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
後
は
場
所
を
教
会

聖
堂
の
前
に
移
し
、
司
教
を
囲
み

記
念
撮
影
。
撮
影
寸
前
ま
で
マ
ス

ク
を
か
け
、「
は
い
、
チ
ー
ズ
！
」

で
み
ん
な
一
斉
に
マ
ス
ク
を
外
し

笑
顔
で
パ
チ
リ
。
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
穏

や
か
で
柔
ら
か
な
風
に
包
ま
れ
た

私
た
ち
は
、
ほ
っ
こ
り
あ
た
た
か

な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
感
謝
と
喜

び
の
う
ち
に
。

（
報
告
＝
青
木 

福
美
）

　
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
は
、
５
月
１

日
（
土
）
と
２
日
（
日
）
に
西
新

教
会
に
司
牧
訪
問
に
見
え
、
土
曜

日
ミ
サ
、
日
曜
日
の
朝
７
時
か
ら

と
10
時
か
ら
の
ミ
サ
の
司
式
を
執

り
行
っ
た
。
３
回
も
ミ
サ
を
捧
げ

て
も
ら
い
、
密
を
避
け
る
こ
と
も

で
き
た
と
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
信

徒
会
館
が
完
成
し
、
ア
ベ
イ
ヤ
司

教
に
祝
別
も
し
て
も
ら
い
、
新
し

い
西
新
教
会
の
門
出
と
な
っ
た
。

　
一
番
心
に
残
っ
た
話
は
「
世
界

で
カ
ト
リ
ッ
ク
は
一
つ
で
す
」「
環

境
汚
染
で
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た

ち
は
食
べ
物
が
な
く
、
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
」「
日
本
人
は
、
国
境

に
白
い
壁
は
作
ら
な
い
が
、
法
律

を
作
っ
て
し
ま
う
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
だ
。
今
、
世
界
で
起
き
て
い

る
問
題
を
改
め
て
自
分
で
考
え
よ

う
と
思
っ
た
。
日
本
語
も
上
手
で

話
は
心
に
沁
み
わ
た
り
、
と
て
も

大
事
な
時
間
を
い
た
だ
い
た
。

　「
人
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
も
何
が
で
き
る
の
か

考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
言

葉
を
か
み
し
め
て
、
日
々
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
報
告
＝
宗 

知
子
）

　
今
年
１
月
「
高
宮
教
会
へ
の
司

教
様
ご
訪
問
日
程
が
決
ま
り
ま
し

た
」
と
、
前
主
任
の
マ
キ
シ
ム
神

父
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
信
徒
会

で
は
ど
の
よ
う
に
迎
え
よ
う
か
と

考
え
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
教

会
で
は
人
数
制
限
の
た
め
ミ
サ
の

の
精
神
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

職
員
研
修
会
を
行
っ
て
い
る
」「
老

人
ホ
ー
ム
で
求
道
者
へ
の
導
き
を

行
っ
て
い
る
」
な
ど
、
宣
教
の
使

命
を
生
き
る
姿
が
分
か
ち
合
わ
れ

た
。
一
方
、
事
業
所
と
そ
の
所
在

地
域
の
小
教
区
と
の
関
係
が
希
薄

に
な
っ
て
い
る
印
象
が
残
る
。

　【
実
情
と
調
査
方
法
の
あ
り
方
】

先
の
外
国
籍
信
徒
の
問
題
に
も
通

ず
る
が
、
調
査
方
法
が
実
情
を
反

映
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
と

の
指
摘
も
多
い
。
信
仰
養
成
活
動

に
つ
い
て
も
求
道
者
・
子
ど
も
の

教
会
学
校
に
つ
い
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
が
、
現
状
に
合
わ

せ
て
工
夫
し
て
行
わ
れ
て
い
る

様
々
な
生
涯
養
成
、
非
信
者
の
た

め
の
活
動
が
数
字
と
し
て
現
れ
て

こ
な
い
。

　
以
上
、
紙
面
の
都
合
上
一
部
の

課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
に
と
ど

ま
っ
た
が
、「
教
会
現
勢
報
告
」

が
単
な
る
「
数
」
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、「
数
」
の
奥
に
あ
る
一

人
ひ
と
り
の
顔
、歩
み
を
想
像
し
、

現
在
の
教
区
の
姿
を
知
る
手
が
か

　【
居
所
不
明
者
】
居
所
不
明
者

と
は
所
在
を
確
認
で
き
な
い
信
徒

の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
居
所
不
明

者
数
が
増
大
し
、
正
式
な
数
が
把

握
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る

実
態
が
多
く
報
告
さ
れ
た
。ま
た
、

死
亡
し
た
時
に
受
洗
教
会
や
所
属

教
会
が
分
か
ら
ず
正
式
な
記
録
が

で
き
な
い
状
況
も
多
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
「
見
失
わ
れ
た

羊
」
の
司
牧
の
問
題
は
深
刻
だ
。

　【
外
国
籍
信
徒
】
外
国
籍
の
信

徒
は
「
信
徒
籍
台
帳
」
を
持
た
な

い
場
合
が
多
く
、
信
徒
総
数
に
含

ま
れ
て
お
ら
ず
、
外
国
籍
信
徒
の

教
会
現
勢
報
告
、オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
と

調
査
過
程
か
ら
見
え
た
現
代
教
会
の
課
題

り
、
司
牧
・
福
音
宣
教
の
方
向
性

を
考
え
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
願

う
。
ズ
ー
ム
説
明
会
を
通
し
て
貴

重
な
現
場
の
声
を
分
か
ち
合
っ
て

く
だ
さ
っ
た
司
牧
者
・
担
当
者
の

方
々
、
回
答
を
準
備
し
て
く
だ
さ

る
担
当
者
の
方
々
に
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
た

い
。

回
数
を
増
や
し
、
消
毒
等
や
三
密

予
防
に
関
わ
る
こ
と
は
何
で
も
し

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
な
の

で
、
前
晩
土
曜
の
主
日
ミ
サ
、
主

日
の
日
曜
は
午
前
に
２
回
と
お
こ

な
っ
て
い
る
。
司
教
に
は
、「
土

曜
夜
の
ミ
サ
は
人
数
が
少
な
い
ん

で
す
よ
」
と
事
前
に
知
ら
せ
て
い

た
。
私
は
、「
こ
ん
な
状
況
の
中

な
の
で
、
司
教
は
き
っ
と
日
曜
日

の
ミ
サ
の
み
２
回
で
終
わ
る
か

な
」
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、

司
教
は
「
ど
ん
な
に
人
が
少
な
く

て
も
、
た
と
え
一
人
で
も
信
者
の

方
と
話
を
し
た
い
」
と
、
５
月
８

日
土
曜
の
夜
と
、
翌
９
日
日
曜
に

２
回
ミ
サ
を
あ
げ
、
信
徒
一
同
司

教
の
飾
ら
な
い
人
柄
に
、
改
め
て

胸
を
熱
く
し
た
。

　
司
教
、
現
主
任
プ
ラ
ヴ
ィ
ン
神

父
共
同
司
式
で
の
ミ
サ
後
、
教
会

の
広
場
「
マ
リ
ア
様
い
こ
い
の
ベ

ン
チ
」
で
多
く
の
信
者
が
司
教
を

取
り
囲
み
、
久
し
ぶ
り
の
笑
い
声

が
。
そ
し
て
写
真
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
切
ら
れ
た
。

　
司
教
を
迎
え
る
に
あ
た
り
「
特

別
な
こ
と
は
控
え
よ
う
。
そ
し
て

普
段
の
私
た
ち
の
教
会
で
の
姿
を

心
が
け
、
心
を
込
め
て
お
迎
え
す

る
こ
と
を
大
切
に
」
と
信
徒
一
同

で
共
通
理
解
を
行
っ
た
。

　
司
教
か
ら
の
話
を
通
し
、
改
め

て
「
福
音
の
光
を
具
体
的
に
教
会

と
し
て
現
代
社
会
の
中
で
ど
う
考

え
た
ら
よ
い
の
か
」「
こ
の
信
仰

は
自
分
の
生
活
の
中
で
ど
う
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
」
と
、
自

分
に
問
い
か
け
る
よ
い
機
会
を
い

た
だ
い
た
司
教
訪
問
で
あ
っ
た
。

（
報
告
＝
阿
部 

光
喜
）

西
新
教
会

高
宮
教
会

マ
ル
タ

永
谷 

キ
ル
　
修
道
女

（
マ
リ
ア
の
宣
教
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
）

マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア

野
々
村 

綾
子
　
修
道
女

（
シ
ト
ー
会
伊
万
里
の
聖
母
修
道
院
）

　
２
０
２
１
年
５
月
３
日
帰
天
。 

享
年
97
。修
道
生
活
72
年
で
し
た
。

　
２
０
２
１
年
４
月
26
日
帰
天
。 

享
年
98
。修
道
生
活
72
年
で
し
た
。

アベイヤ司教と記念の集合写真

アベイヤ司教と西新教会信徒
ミサ後の懇談会で
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平日／ＡＭ１０時３０分～ＰＭ３時
日曜／ＡＭ１１時～ＰＭ２時（定休日 水曜・祝日）

☆
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
訪
日
公
式

　
記
録
集

　
　
　
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

出
版
部
（
編
）

　

　

　

　

　
２
０
１
９
年
11
月
に
実
現
し
た

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
訪
日
。

　
興
奮
と
感
動
と
喜
び
に
包
ま
れ

た
４
日
間
を
詳
細
に
伝
え
る
唯
一

の
公
式
記
録
集
。
貴
重
な
写
真

５
０
０
点
以
上
と
と
も
に
、
講
話

の
テ
キ
ス
ト
も
す
べ
て
収
録
。

　
ま
た
、
訪
日
決
定
に
至
る
ま
で

の
経
過
や
、
各
行
事
、
各
典
礼
の

規
模
や
人
員
な
ど
の
デ
ー
タ
も
詳

細
に
伝
え
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
発
行

　
　
　 

税
込
価
格 

４
９
５
０
円

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

☆
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
を
読
む

今
道
瑤
子 

著

　
謎
め
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
シ
ン
ボ

ル
に
満
ち
た
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録

は
、
恐
怖
の
終
末
を
告
げ
る
予
言

書
で
は
な
く
、
本
当
に
希
望
に
満

ち
た
慰
め
の
書
で
あ
る
。
こ
の
黙

示
録
を
、
現
代
の
聖
書
学
か
ら
、

平
易
に
、
し
か
も
詳
し
く
説
き
明

か
す
こ
の
本
書
。「
コ
ロ
ナ
禍
中

の
現
在
に
こ
そ
！
」
と
女
子
パ
ウ

ロ
会
の
シ
ス
タ
ー
達
の
熱
い
想
い

が
込
め
ら
れ
た
改
訂
版
。

　
女
子
パ
ウ
ロ
会
発
行

　
　
　 

税
込
価
格 

２
４
２
０
円

　ミッションスクールで過ごす学生生活。朝礼の「主の祈り」で始まり、
宗教の時間やキリスト教関係の部活。廊下で騒いだり走ったりしては、
ベール姿のシスターに呼び止められ有難いお説教を拝聴したり。
　人生の多感な時を過ごすこの時代。現代の情報が溢れる社会の中で、
学業と信仰教育の結びつきについて、学校側は何を大切にし、そして
それを学生たちはどのように受け止めているのだろうか。
　その様子や課題など、現場の声を月替わりでご寄稿いただく。

カトリック福岡教区報（3） 2021年(令和３年）6月1日発行 第753号

　福岡市中央区輝国にある上智福岡中学高等学校はイエズス会の教育精神を柱とした中高一
貫の共学校です。本校には Men and Women for Others, with Others という校訓があります。

「他者のために、他者と共に」という意味のこの言葉を実現する教育活動を行っています。
　私たちが大切にするこの校訓の原点は“The Man for Others.”にあります。他者のため
に生きた一人の人、イエス・キリスト。彼の考え方、言葉、行い、人々との関わりが上智福
岡の目指す人間像のモデルとなります。
　私は毎年中学 1 年生の宗教を担当しています。本校に入学する生徒のほとんどはキリスト
教に触れたことがありません。多くの生徒が、早く聖書なるものをもらいたいとワクワクし
ながら待ち構えています。最初の宗教の時間に聖書を配り、授業が始まると「神っているん
ですか」、「イエスって人ですか、神ですか」、「マリアって神ですか」、「聖書の話は作り話で
すか」、「なんでキリスト教は残酷な十字架を大事にするんですか」など、キリスト教神学の
核心に触れる質問を無邪気にしてきます。しかし生徒たちの持つ素朴な疑問に丁寧に応えて
いくと、不思議とそれに反発する生徒は多くありません。もちろん「信じる」ようになる訳
ではありませんが、キリスト教的な「価値観」を受け入れてくれます。
　授業の中で特に大事にするのはイエスについてです。イエスが伝えた神の国。それを実現
するためにイエスが関わった貧しい人、体の不自由な人、足の不自由な人、目の見えない人。
イエスが語った言葉、癒しの行い、すべての人を招く食卓の集い。このイエスの姿の中に私
たちが目指す For Others, with Others のモデルが示されています。授業を通して私たちの
目指すイエスの姿に出会います。
　また本校の教育精神を支えるイエズス会の初代総長イグナチオ・デ・ロヨラは次のよう
に言っています。「愛は言葉よりも行いによって示すべきである」と。「For Others, with 

Others」は単なるお題目ではなく、具体的なアク
ションが求められます。大阪釜ヶ崎や大名町教会
での炊き出し、カンボジアのスタディツアーでは
実際の現場に出ていき、そこにいる人々と関わっ
ていきます。イエスのように。
　多くのカトリック学校同様、本校も現場で働く
司祭・修道者はおりません。しかしイエス・キリ
ストを思い起こし、イエス・キリストが示したよ
うに、他者のために、他者と共に生きることので
きる人間を育てていきたいと思います。

宗教科　朝井大輔（笹丘教会）

聖
母
祭　
　
　
　

　

殿
ノ
浦
幼
稚
園

　
慈
し
み
深
い
神
様

黒
崎
教
会
　
有
吉 

優
里

　
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
て
１
年
半
が
経

ち
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
よ
り
一
層
困
難
や
差
別

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
お
陰
で
身
近
な
人
や
出
来
事

を
通
し
て
神
様
の
愛
を
更
に
体
験

で
き
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
日
本

の
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
サ
や
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
で
き
た
の
も
大
き
な
お
恵

み
で
す
。
と
言
い
つ
つ
も
、
慣
れ
な

い
海
外
生
活
、
神
様
か
ら
離
れ
て

し
ま
う
自
分
に
ふ
と
気
づ
き
ま
す
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
の
ミ
サ
で
「
見

な
い
で
信
じ
る
者
は
幸
い
」
と
い

う
御
言
葉
。「
何
度
も
復
活
を

宣
言
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
信
じ

な
か
っ
た
ト
マ
ス
を
ゆ
る
し
受

け
入
れ
た
イ
エ
ス
様
の
慈
し
み

深
さ
」
と
い
う
、
こ
ち
ら
の
神

父
様
ご
自
身
の
体
験
を
交
え
た

説
教
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
自
分
に
固
執
し
た
思
い
か
ら

解
放
さ
れ
た
時
、
必
要
な
助
け

を
い
た
だ
い
た
経
験
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
の
感
謝

を
忘
れ
、
ま
た
思
い
通
り
に
物

事
を
進
め
よ
う
と
す
る
私
…
。

一
進
一
退
す
る
心
の
揺
れ
を
感

じ
ま
す
。
先
が
見
え
ず
不
安
な

日
々
で
す
が
、
希
望
を
も
っ
て

主
に
委
ね
る
よ
う
心
掛
け
た
い

で
す
。

皆
さ
ま
の
声
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
原
稿
は
４
０
０
字
以
内
　

◆
投
稿
先
：
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
館
　

教
区
報
係
り
宛

    
F
A
X
0
9
2
･
5
2
3
･
2
1
5
2

    

メ
ー
ル c

d
f-k
o
u
h
o
u
@
n
ifty

.c
o
m

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
に
、
外
出
自
粛
の
影

響
を
直
接
受
け
て
い
る
の
は
飲
食

店
で
す
。
店
内
で
の
食
事
を
控
え

る
と
い
う
制
限
さ
れ
た
環
境
の
下

で
、「
デ
リ
バ
リ
ー
」
が
ど
ん
ど

ん
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
店
内
で
作

ら
れ
た
食
事
が
自
宅
で
も
美
味
し

く
食
べ
ら
れ
る
の
で
す
。

　
多
く
の
信
徒
に
と
っ
て
、
み
こ

教
区
養
成
教
化
委
員
会
か
ら
新
し
い
「
デ
リ
バ
リ
ー
」

平
日
に
も
み
こ
と
ば
を
配
達

と
ば
と
の
関
係
は
ミ
サ
で
の
「
主

日
の
福
音
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
み
こ
と
ば

を
聴
き
、
黙
想
し
、
祈
る
と
い
う

こ
と
が
日
曜
日
だ
け
に
限
定
さ
れ

な
い
よ
う
に
、
平
日
で
も
み
こ
と

ば
を
伝
え
る
、
つ
ま
り
「
デ
リ
バ

リ
ー
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
平
日

に
も
み
こ
と
ば
に
触
れ
、
味
わ
う

機
会
を
提
供
し
た
い
と
考
え
た
か

ら
で
す
。

　
主
日
ご
と
に
福
音
書
を
通
し
て

み
こ
と
ば
を
聴
く
と
共
に
、
福
音

書
の
各
テ
ー
マ
を
通
し
て
み
こ
と

ば
を
聴
く
と
い
う
親
し
み
方
も
あ

り
ま
す
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が

違
っ
て
も
、
ど
ち
ら
も
み
こ
と
ば

で
あ
り
、
イ
エ
ス
に
出
会
う
と
い

う
目
的
で
す
。
主
日
と
平
日
に
み

こ
と
ば
を
聴
い
て
黙
想
す
る
こ
と

は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
福
音
と
生

活
、
そ
し
て
信
仰
と
日
常
と
い
っ

ミ
ッ
シ
ョ
ン

  

ス
ク
ー
ル
の

‐1 ‐

今

マリア様に花をまく園児たち

　
５
月
７
日
（
金
）
社
会
福
祉
法

人
　
聖
母
の
騎
士
会
　
殿
の
浦
愛

児
園
（
佐
賀
県
唐
津
市
呼
子
町
）

で
は
聖
母
賛
美
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
来
な
ら
ば
、
園
庭
か
ら
教

会
ま
で
マ
リ
ア
様
を
お
み
こ
し
で

担
い
で
行
列
を
す
る
の
で
す
が
、

当
日
は
朝
か
ら
小
雨
が
ぱ
ら
つ
い

て
い
た
の
で
、
お
遊
戯
室
で
行
い

ま
し
た
。

　
お
み
こ
し
の
台
に
マ
リ
ア
様
を

乗
せ
、
お
花
で
き
れ
い
に
飾
り
付

け
て
準
備
が
で
き
た
ら
子
ど
も
た

ち
が
集
合
で
す
。
５
月
は
何
の

月
？
の
問
い
か
け
に
、「
マ
リ
ア

様
の
月
」
と
元
気
に
答
え
、「
マ

リ
ア
様
は
イ
エ
ス
さ
ま
の
お
母
さ

ん
。
そ
し
て
、
世
界
中
の
み
ん
な

の
お
母
さ
ん
」「
子
ど
も
は
お
母

さ
ん
が
喜
ぶ
こ
と
を
し
た
い
」
と

ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
の
祈
り
や
聖
歌

で
マ
リ
ア
様
を
賛
美
し
ま
し
た
。

　
年
長
組
の
女
の
子
は
き
れ
い
な

白
い
ド
レ
ス
を
着
て
、
女
の
子
が

二
人
し
か
い
な
い
の
で
男
の
子
も

一
緒
に
、「
マ
リ
ア
様
、
い
つ
も

き
れ
い
ね
」「
マ
リ
ア
様
大
好
き
」

た
各
次
元
を
融
合
す
る
支
え
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
申
命
記
30
章
14
節
に
「
御
言
葉

は
あ
な
た
の
ご
く
近
く
に
あ
り
、

あ
な
た
の
口
と
心
に
あ
る
の
だ
か

ら
、
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
あ
り
ま
す
。
み
こ
と
ば
に
出
会

い
、
親
し
む
機
会
と
し
て
、
主
日

の
福
音
と
共
に
「
普
段
着
の
福
音
」

の
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
福
音
書
で

の
イ
エ
ス
と
の
出
会
い
で
す
。
登

場
人
物
た
ち
と
共
に
日
常
生
活
を

送
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
イ
エ
ス
に

親
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
６
月

９
日
（
水
）
か
ら
隔
週
水
曜
日
（
第

２
・
４
水
曜
日
）
に
、
教
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
「
平
日
に
も
み
こ
と

ば
の
配
達
」（
各
回
約
10
分
）
が

公
開
さ
れ
ま
す
。
主
日
で
も
平
日

で
も
、
年
中
無
休
で
み
こ
と
ば
と

と
も
に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

と
声
を
か
け
な
が
ら
お
花
を
ま
き

ま
し
た
。
途
中
、
お
遊
戯
室
か
ら

廊
下
に
出
て
、
マ
リ
ア
様
を
先
頭

に
行
列
を
し
、
そ
の
後
、
一
人
ひ

と
り
お
花
を
捧
げ
ま
し
た
。

カンボジアでのスタディツアー

教
区
ビ
ジ
ョ
ン
進
捗
状
況

　
２
０
２
０
年
11
月
６
日
、
ヨ
ゼ

フ
・
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
が
出
し
た

「
今
後
の
教
区
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
皆

で
考
え
た
い
」
の
呼
び
か
け
に
応

え
、
各
小
教
区
や
団
体
が
提
出
し

た
答
申
が
出
揃
っ
た
。
そ
し
て
こ

の
取
り
ま
と
め
を
行
う
「
教
区
ビ

ジ
ョ
ン
委
員
会
」（
教
区
の
司
祭
、

修
道
者
、
信
徒
の
代
表
者
）
が

２
０
２
１
年
５
月
４
日
（
火
）
に

行
わ
れ
た
。
今
後
は
６
月
を
目
途

に
一
旦
各
小
教
区
に
戻
し
、確
認
・

吟
味
等
の
上
再
度
集
計
し
、
秋
に

は
発
表
と
い
う
予
定
で
進
ん
で
い

る
。

　
教
区
養
成
教
化
委
員
会
・
聖
書
部
門
が
新
し
い
企
画
と
し
て
、

YouTube
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）
を
活
用
し
「
平
日
に
も
み
こ
と

ば
の
配
達
～
普
段
着
の
あ
な
た
へ
～
」
を
６
月
か
ら
配
信
す
る
。

　
福
岡
教
区
で
は
コ
ロ
ナ
に
見
舞
わ
れ
る
前
の
２
０
１
９
年
11
月

か
ら
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
「
主
日
の
音
声
説
教
」
を
毎
週
配
信
し
、

教
会
に
足
を
運
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
方
々
に
主
日
の
福
音
と
司
祭

に
よ
る
説
教
を
届
け
て
き
た
。
今
回
、
さ
ら
に
教
区
民
に
日
毎
の

糧
と
し
て
み
こ
と
ば
に
触
れ
、
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
こ
の
企
画
が

教
区
広
報
と
の
協
働
の
形
で
実
現
し
た
。

　
企
画
の
趣
旨
に
つ
い
て
教
区
養
成
教
化
委
員
会
委
員
長
の
レ
ナ

ト
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ニ
神
父
（
聖
ザ
ベ
リ
オ
宣
教
会
・
玉
名
／
荒
尾

教
会
主
任
）
に
聞
い
た
。
視
聴
方
法
は
４
面
お
知
ら
せ
に
掲
載
。

上智福岡中学・高等学校
（福岡県福岡市）

ーイエス・キリストのようにー



信仰や理念を共有できる医師、看護師の皆さん
ご一緒に働いてみませんか

URL：http://www.st-mary-med.or.jp/

聖マリア病院

聖マリアヘルスケアセンター

〒830-8543 福岡県久留米市津福本町422
TEL.0942(35)3322　FAX.0942(34)3115

〒830-0047 福岡県久留米市津福本町448番5
TEL.0942(35)5522　FAX.0942(34)3306

社会医療法人 雪の聖母会
福岡教区セクハラ対応窓口

セクハラを受けたら、見かけたら、ご相談

ください。ひとりで悩まず、早めに相談　

セクシュアル・ハラスメント相談窓口

　　電話　080-2694-4182
　　受付時間　月～金（祝日を除く）

　　10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 16:00

カトリック福岡教区報 第753号 （4）2021年(令和３年）6月1日発行

　　Sr. 金
キム

　公
コン

女
ニョ

　　
（幼きイエス会 　福岡教区修道女連盟会長）

　太平洋と自然の豊かな房総で育った私は、自然の大好きな子

どもでした。

　私たち家族が毎日曜日に出かける館山教会の日曜学校は、ハ

イキングの機会に恵まれ、遊びが好きな私にとって、日曜学校

の先生、友達と海や公園に出かける事は、教会に出かける楽し

みの一つでした。また朝早く起き、家族の朝食の準備をする前に、

祈りの部屋で沈黙の内に祈る母の姿は、小学生の私の心に刻ま

れていました。

　そして看護師の道を選んだ私は、ターミナルケアーの召命の

道を歩む中で、死を待つかけがえのない一人ひとりの人生に寄

り添う神様の愛の深さに出会い始めた頃から、日曜学校の先生

の言葉、母の祈る姿が浮かびあがり、私の心の中に修道召命へ

の道が開かれていきました。

　主イエスの愛のみ手は、私の弱さ、脆さの場にこそ共にいて

くださる信仰体験の恵みに注がれ、「マリアのお告げの時の受諾

によって、受肉の神秘の成就のために全生涯をささげた。マリ

アは神に使われることを受け入れて、わたしたちにその道を示

した」（幼きイエス会・会の書“霊に耳を傾けて”21）

　私は、私の救い主イエスと出会い、生涯をことごとく奉献す

る道に「マニフィカト」と応えました。キリストの愛に向かっ

て集められた修道共同体生活の中に、お互いを受け入れ赦し合

う喜び、創立者ニコラ・バレ

神父が 355 年前に小さく貧

しくされた人々の叫びに耳を

傾け生きた聖霊が、今も私達

会員を導いています。今日も

祈りの内にキリストのいのち

の喜びに満たされ、共によき

訪れを告げる為に生きていき

ます。� 神に感謝！！

案　内　板　　会合と催し ６月のこよみ

福岡教区広報室アドレス
http://fukuoka.catholic.jp
E-mail:cdf-kouhou@nifty.com

ともに歩み 
支えあっていく共同体

年間目標

  1日（火）	 聖ユスチノ殉教者

  2日（水）	 †ヨセフ松永久次郎司教（2006年）

  3日（木）	 常任司教委員会

	 聖カロロ・ルワンガと同志殉教者

	 †V.マテオ（2002年 黙想の家）

  5日（土）	 聖ボニファチオ司教殉教者

  6日（日）	 キリストの聖体（年間第10週）  戸畑教会司牧訪問

　　　　 　†P.ダイヤモンド（2006年）

  9日（水）	 †P.デュノワイエ（2017年）

11日（金）	 イエスのみ心

12日（土）	 聖母のみ心

13日（日）	 年間第11主日 　 田川・直方教会司牧訪問

20日（日）	 年間第12主日     若松教会司牧訪問

21日（月）	 聖アロイジオ・ゴンザガ修道者

	 †パウロ牛尾幸生（2018年）

24日（木）	 洗礼者聖ヨハネの誕生

27日（日）	 年間第13主日　聖ペトロ使徒座への献金

29日（火）	 聖ペトロ 聖パウロ使徒

	 †ラファエル鵜野泰年（2011年）

【7月】

  1日（木）	 福者ペトロ岐部司祭と187殉教者

	 常任司教委員会

  3日（土）	 聖トマ使徒

■ゴシックは司教日程

年間テーマ：祈りの実り：イエス様と共に、

　　　　　　　　　　　　イエス様のように生きること

日　　　時：6月10日（木）10時 ～15時
内　　　容：「私があなたがたを愛したように…互いに愛し合

　　　　　　 いなさい」（ヨハネ14:34）

指　導　者：S. フランコ神父（聖ザベリオ宣教会）
問合わせ先：真命山諸宗教対話センター
次　　　回：7月8日（木）
　　　　　　祈るイエス様に習う（ルカ11:1）

☎0968・85・3100　　 0968・85・3186
熊本県玉名郡和水町蜻浦1391-7・E-mail  shinmeizan@gmail.com 

☆個人またはグループでの黙想会、研修会も歓迎いたします（要予約）

真命山諸宗教対話センター　-祈りの集い -

 
◆
　
　
　
福
　
　
岡

集いの案内
について

 掲載依頼のあった
集いのみ、掲載して
おります。
 感染症の状況に
よっては開催が中
止となる場合もあ
ります。

■
子
ど
も
を
亡
く
し
た
親
の
会

「
虹
の
会
」　
6
月
5
日
（
土
）
14

時
～
16
時
〔
場
所
〕
サ
ン
パ
ウ
ロ

福
岡
宣
教
セ
ン
タ
ー
3
階
　
参
加

費
５
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）　
子
ど

も
を
亡
く
し
た
関
係
の
あ
る
か
た

ど
な
た
で
も
。
マ
ス
ク
着
用
の
こ

と
※
コ
ロ
ナ
禍
で
休
止
の
場
合
あ

り
〔
問
合
せ
〕
☎
０
９
０
・
１
１

６
２
・
６
３
９
５
柴
田

■
震
災
の
た
め
の
祈
り
の
リ
レ
ー

〔
日
時
〕
6
月
11
日
（
金
）
ミ
サ
6

時
10
分
か
ら
／
夕
の
祈
り
（
テ
ゼ

の
祈
り
）
17
時
か
ら
〔
場
所
〕
カ

ト
リ
ッ
ク
大
楠
教
会
（
福
岡
）〔
問

合
せ
先
〕
☎
０
７
０
・
２
８
２
０
・

９
６
１
３
Br.
阿
部（
パ
ウ
ロ
会
）

■
師
イ
エ
ス
祈
り
会

〔
日
時
〕
6
月
11
日
（
金
）
10
時
ミ

サ
後
〔
場
所
〕
高
宮
教
会
・
小
聖

堂
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・
７

４
６
８
・
３
６
３
１
西
田

■
福
岡
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
6
月
15
日
（
火
）
13
時
半

か
ら
〔
場
所
〕
大
名
町
教
会
・
小

聖
堂
〔
内
容
〕
司
祭
召
命
を
願
っ

て
ロ
ザ
リ
オ
、
分
か
ち
合
い
〔
問

合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・
９
２
１
・

４
５
３
２
山
口

■
福
岡
チ
ェ
ナ
ク
ル
ム
　（
マ
リ

ア
の
司
祭
運
動
）〔
日
時
〕
6
月

16
日
（
水
）
10
時
か
ら
聖
体
賛
美

式
と
ロ
ザ
リ
オ
、
分
か
ち
合
い 

〔
場
所
〕 

大
楠
教
会
〔
指
導
〕 

パ
ウ

ロ
神
父
（
カ
プ
チ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
修
道
会
）〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９

０
・
５
０
２
１
・
５
９
０
７
菊
池

■
福
岡
ホ
ス
ピ
ス
の
会
　「
が
ん
」

を
通
し
人
生
を
語
る
会 

「
ぬ
く
み

カ
フ
ェ
」
偶
数
月
は
リ
モ
ー
ト
カ

フ
ェ
で
の
開
催
〔
日
時
〕
6
月
19

日（
土
）
16
時
～
※
当
事
者
・
家
族
・

友
人
・
そ
の
他
ど
な
た
で
も
参
加

可〔
申
込
〕te

rejia
-ta

n
p
o
p
o
@

p
a
r.o

d
n
.n

e
.jp

※
必
ず
氏
名
記

入
の
こ
と
〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９

０
・
１
１
６
２
・
６
３
９
５
柴
田

■
『
キ
リ
ス
ト
は
生
き
て
い
る
』

青
年
オ
ン
ラ
イ
ン
分
か
ち
合
い

〔
日
時
〕
6
月
27
日
（
日
）
15
時
〜

16
時
40
分
頃
〔
場
所
〕 Zo

o
m

 （
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
テ
レ
ビ
会

議
）〔
内
容
〕『
キ
リ
ス
ト
は
生
き

て
い
る
』
第
5
章
〔
対
象
〕
18
歳

〜
30
代
の
青
年
〔
問
合
せ
先
〕
安

藤 m
a
ris_

ste
lla

@
m

e
.c

o
m

■
美
野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー

　
降
り
て
き
て
く
だ
さ
る
神
様
と

と
も
に
働
き
ま
し
ょ
う
。

◯
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
に
手
作
り
の

お
昼
ご
は
ん
　
毎
週
火
曜
日
10
時

◯
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
炊
出
し
・
夜

回
り
　
第
1
・
3
金
曜
日
　
調
理

14
時
　
夜
回
り
20
時
か
ら

◯
路
上
か
ら
ア
パ
ー
ト
に
入
居
し

た
方
を
訪
問
　
第
３
土
曜
日
14
時

〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
２
・
４
３
１
・

１
４
１
９
コ
ー
ス
・
マ
ル
セ
ル
神

父

■
セ
コ
の
会
　
セ
コ
の
会
で
は
、

手
芸
な
ど
を
制
作
し
、
バ
ザ
ー
等

で
販
売
し
て
そ
の
収
益
で
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
貧
し
い
人
々
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
当
会
で
は
作
品
作
り
に

参
加
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。〔
日
時
〕

毎
週
水
曜
日
10
時
30
分
～
16
時

〔
場
所
〕
福
岡
市
南
区
塩
原
４
丁

目
25
　
高
木
橋
横
の
日
本
家
屋

〔
問
合
せ
先
〕
☎
０
９
０
・
７
９

２
７
・
３
６
３
６
永
田

■
熊
本
地
区
召
命
を
共
に
祈
る
会

〔
日
時
〕
6
月
22
日
（
火
）
10
時
～

〔
場
所
〕 

手
取
教
会
〔
内
容
〕 

初
ミ

サ（
司
式
・
大
名
町
教
会
助
任
ジ
ョ

ン
・
ウ
ォ
ン
チ
ョ
ル
神
父
）〔
問

合
せ
先
〕
☎
０
９
６
・
３
３
９
・

１
９
１
０
武
蔵
ヶ
丘
教
会 

キ
ム
・

ジ
ョ
ン
グ
ン
神
父

幼きイエス会　福岡修道院内聖堂
Sr. 金 （後列左から2番目） と姉妹たち

「福岡教区ハンドブック 2021」が発行されました。
PDF による配布も行っております。

詳細は各小教区に配布のお知らせをご覧ください。

◆典礼暦、教区・地区の主な行事が一目で分かるカレン
ダー。小教区・委員会で集いや行事を計画するときに
便利です。

◆《信徒の心得》では秘跡や教会生活の基本を知ること
ができます。

◆《祈り》《ゆるしの秘跡の受け方》《霊的読書（レクチオ・
ディヴィナ）》の手引きも掲載。個人やグループでご活
用ください。

◆掲載されているミサ時間は変更になることもあります。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

下記の通り誤りと追加がございます。謹んでお詫び申し
上げます。以下ハンドブックの訂正をお願いいたします。

P.21　カレンダー　第 1 回福岡教区司祭集会
� 6 月 15 日 （火）→（変更）9 月 7 日 （火）

P.51　高宮教会　（誤）KUMR Praveen
　　　　　（正）KUMAR Praveen

P.52　光丘教会　（追加）ミサ（日）7:30
P.58　佐賀教会　（追加）
　　　　　　　　　協力　ドミニコ 宮原良治司教
P.75　カトリック西新幼稚園の住所

（誤）〒814-0111 福岡市城南区茶山 2-12-11
（正）〒814-0003 福岡市早良区城西 3-14-1

P.78　小倉カトリック幼稚園
園長：深堀勝人神父

（誤）小倉教会・門司教会主任
（正）小倉教会主任

※�「カトリック福岡黙想の家」閉鎖に伴い、御受難修道
会・宗像修道院も閉院となります。問い合わせの際は、
本部・宝塚修道院 0797-84-3111 へご連絡ください。

福岡教区ハンドブック２０２１

6 月 27 日　聖ペトロ使徒座への献金
　教皇は毎年、世界各地を訪問し、人々の苦しみを聞き、力づけ、
数々の援助を与えます。聖ペトロ使徒座への献金はこうした活
動のために、8世紀ごろイギリスで大人も子どもも一番小さな
お金である 1ペニーを毎年教皇に献金する運動がもとになって
世界中に広まったものです。教皇に心を合わせて、私たちも世
界中の苦しんでいる人々のために祈りと献金をささげます。

編
集
後
記

6月9日（水）スタート
平日にもみことばの配達　−普段着のあなたへ−

教区公式YouTubeチャンネルで第２・４水曜日に
みことば（聖書）と黙想のヒントを配信。各回約10分。

【趣旨・詳細は本紙３面参照】
【視聴方法①】
Ａ. インターネットでYouTubeのページを開く。

https://www.youtube.com/
Ｂ. YouTubeの検索で

「カトリック福岡司教区 みことばの配達」と入力する。
Ｃ. 検索結果の中から視聴したい動画を選択する。

【視聴方法②】
福岡教区ホームページ内の特設サイトにアクセスし、視聴
したいタイトルをクリックする。
特設サイト　http://fukuoka.catholic.jp/dedicated/mikotoba

 

◆
　
　
　
熊

　

本

　
現
勢
調
査
の
結
果
報
告
。
課
題

は
山
積
み
で
す
が
、
と
り
あ
え

ず
、
４
月
号
編
集
後
記
の
友
達
の

数
「
１
０
０
０
人
」
を
上
方
修
正

い
た
し
ま
す
。「
♪
一
年
生
に
な
っ

た
ら
、
一
年
生
に
な
っ
た
ら
、
友

達
２
万
９
千
８
２
７
人
出
来
る
か

な
！
！
」（
W
）

シスターの召命と
　　　　　奉献生活の歩み


